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　２００７年を迎え各局に謹んで新年のお慶びを申し上げます。
　さて、新春の年頭を飾って１月１５日～２５日まで行われるＶＵ７ＲＧ
のＤＸペディションは国際チーム３４名によって３つの島に分かれて
運用がおこなわれます。それぞれの島での運用者、運用周波数に
ついても発表されています。
その一つＢａｎｇａｒａｍ島のＯＰは、J A 3 U B ・J R 3 M V F 三好さん夫妻、
J A 3 I G 葭谷さん、J A 3 N H L 横内さん、, J A 3 U S A 島本さん、W A 6 U V F ,
Y T 1 A D の７名で、当ラジオクラブのメンバ－５名と顔なじみのW A 6 U
V F が主力で運用されることになっています。
また、ＱＳＬはI T U の地域別に分担し、第３地域はJ I 3 Z A G が担当す
ることになっており、J A 3 A O P 杉山さんとJ A 3 P Y C 山本さんがその任
に当たられることになっています。
この様に国際的な大規模のＤＸペディションに当ラジオクラブのメン
バーが多数参加されることは誠に喜ばしい限りで、クラブ全員が全
力で応援し、このペディションの成功を祈るのものです。

　今年は、大阪市とサンフランシスコ市が姉妹都市提携して５０周年
になります。
この姉妹都市提携が縁となり１９７０年の大阪万博でサンフランシス
コ館に特別記念局  ＪＡ３ＸＰＯを開設し、６ヶ月の長期運用、会員に
よる公開運用等、初めての試みを実施し、サンフランシスコ館の名
前をＰＲし、また多くの海外アマチュア局の訪問を受けたことにより
国際交流の実績を示して、アマチュア無線の社会的認知度の向上
に役立ちました。

その後、１９７７年には姉妹都市締結２０周年を記念して、ＪＡＲＬ関
西地方本部長と大阪サンフランシスコ姉妹都市協会会長の連名
で、両市の市章を組み合わせた賞状を発行するなどアマチュア無
線と大阪市は密接な関係が長い間続き、今日の大阪国際交流セン
ターラジオクラブまで引き継がれているのです。
今年度はクラブの事業として、姉妹都市締結５０周年の記念行事に
は記念局を開設して、この半世紀に渉る歴史をＰＲしたいと準備を
進めています。、会員各位の更なる御協力をお願いする次第です。
２００７年の各局のご健康と更なるご活躍を祈念いたします。　　　７３

１０月のある日、J A 3 N H L （横内君）からM a i lが届き覗いてみると　「と
ころで１０月１日に名古屋でＦＣＣ試験を受けてきました。受験勉強
できる時間が非常に少なくて、９月２８日・２９日・３０日しか勉強でき
ませんので目的のエキストラ取得の計画を２回受験に分けることにし
ました。３日間の勉強をテクニシャンとジェネラルに絞って、約１２００
問の問題を片っ端から覚えこみましたが、頭が完全にパニクってし
まいまして、３０日の深夜３時頃は半狂状態（笑）で受験放棄を考え
てしまいました。しかし、気持ちを奮い立たせ、ネットでの模擬試験
を２０回ほど繰り返して忘れかけているキーワードを思い起こして、
名古屋に向けて出発いたしました。試験は意外とトントン拍子に進
み、無事ジェネラルを取得いたしました。」　「エキストラは１０月１４日
に東京で受験する予定にしています。約８００問ありますし、内容も
大分ややこしいですが今の勢いと根性でがんばってみたいと思って
おります。来年２月には「Ｎ３ＨＬ」がもらえることを夢見てがんばりま
す。」とのメッセージと共に、F C C 試験の初級（T e c h n i c i a n ）中級（G e n
e r a l）上級（E x t r a ）の和訳入り問題集（Q u e s t i o n  P o o l）が添付されて
いました。
　ヒエェー！　V U 7 （L a k s h a d w e e p ）ペディション参加はすごいモチ
ベーション、ガンバッタものだと驚いていました。　その後 M a i lと携帯
でお前も「早く取れ」とのお達し、あげくは職場まで携帯とM a i l攻勢
を受け「今は必要ないし又不自由もしてない」と断り続けていたので
すが、思わず「来年の関ハムで受験する」と宣言してしまい、受験す
るからには「O n e  D a y  E x t r a 」を狙うと口が滑りかなりヤバイ状況に追
い込まれてしまいました。

F C C 試験 O N E  D a y  E x t r a  に挑戦　 J A 3 F G N / A H 0 B G
武田　正博

　関ハムに向け、先ずは小手調べとインターネットでT e c h の模
擬試験にトライ点数もかなりのハイスコアーで気を良くしこれな
ら、本格的にやれば何とかなるのではと直近の試験を調べる
と、年内は１２月１７日( 日) 岡山、１２月２３日( 土）福岡で開催さ
れるとのこと。
　早速、岡山V E C （V o l u n t a r y  E x a m i n e r  C o o r d i n a t o r ）へM a i l で
受験申し込みを、F C C へF R N （F C C  R e g i s t r a t i o n  N u m b e r ）の登
録と取得ここまでは順調進み最後の難関、米国内でのアドレス
が必要（米国内で郵便物を受け取ることができかつ日本に転
送できるが条件）で、今回はレンタルP ．O ．B o x を手配し準備は
整いました。
　思い起こせば1 アマ取得が３５年前、この時も２アマを取得し
安心していると、E X ．J A 3 P F Z （河合先生）がクラブの飲み会で
今回1 アマに合格したそれも1 発でとの言葉に刺激され、それな
らとばかり半年後の試験を目標にスキー場迄カセットテレコを
持ち込み和文の練習をしたことを思い出し何時も誰かに刺激さ
れてばかりで・・・・。
　受験勉強開始が１０月２０日、試験日の１２月１７日まで約２ヵ
月、毎日の通勤電車内で和訳付きのQ u e s t i o n  P o o l （以下Q P ）
にマーカペン入れ、帰宅してからエキストラ養成ギブス（ソフトｂ
ｙJ H 7 B Z R ）にて正解できない問題を選び出し再度理解するを
反復しサブエレメント９０% を正解まで次に進まないと決めT e c h n
i c a n を１W e e ｋでマスター、G e n e r a l へC l a s s U P するのと同時に問
題も長文化し表現も理解できなくなってきました。
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 このクラスはマスターできる迄１．５W e e k かかりこ
の時点でT e c h  C l a s s を総当りしてみるとすっかり
記憶のかなた完全に自信喪失状態。
　各クラスQ P はE l e m e n t 2 . T e c h n i c i a n  ３８４問、E l e
m e n t 3 . G e n e r a r l  ３８５問、E l e m e n t 4 . E x t r a  ８０３問
の合計１５７２問を記憶すれは完璧。　試験はE l e
m e n t 1 . T e c h n i c a l  P l u s 　５W P M （毎分２５字）の
モールス受信、E l e m e n t 2 、E l e m e n t 3 、E l e m e n t 4 と
順番に受験し合格しなければ次には進めませ
ん。（電卓使用可）　出題数は T e c h , G e n 共に3 5
問　E x t r a が５０問で四者択一共に正解率が7 4 %
以上、電信は受信内容に関しての問題で１０問
中７問正解または1 分間のソリッドコピーでA R 、B
T 、K N 、等の書き取り必須。
　試験まで残り１６日弱 T e c h , G e n の記憶を維持し
ながらE x t r a のQ P へ、ところが風邪でコンデション
最悪状態となり１W e e k  L o s s 、E x t r a Q P 手付かず
状態試験日迄残り１０日もう時間が無い（おまけ

に送別会2 件、忘年会1 件の予定あり）、背水の陣でE x t r a のQ P は
サブエレメント1 ～３迄の２１３問（法規系だけ）を重点特化し残り
サブエレメント４～９迄は（工学系なので）公式の整理に留める、
特に交流の並列回路、アドミッタンスの計算はややこしいので出
たら捨てるの戦略を立てる。（正解だけを記憶すれば O K だがそ
の余裕なし交流並列回路系は合計1 0 問程度あり）
　試験日 3 日前 T e c h , G e n , E x t r a の単純記憶する数字系（バンドプ
ラン等）整理しプリントアウトし一冊にまとめるが記憶作業が手付
かず。　この時点でo n e  d a y  E x t r a 諦め、T e c h , G e n だけに特化す
るかを考え始める。試験前日の土曜日朝から全クラスQ P 総当り
にトライし終了したのが試験当日午前４時、各クラス各サブエレメ
ントは８０% ～９５% 確保できている事を確認し仮眠を取る。朝９時
起床朝一 A A 9 P W のサイトでモールスの模試をやってみるが数
字が取れない特に３、４、５、６、７が入るとN G ヤバイ（1 6 W P M ）不
安を抱きながら岡山へひかりレールスターの中で記憶用アンチョ
コを広げ数字の記憶に集中する。1 時間で岡山着試験開始まで
１．５時間岡山駅西口で軽くラーメンを昼食になんと￥ 2 9 0 安
い！　駅から徒歩２０分程度で試験会場（トンツーを口ずさみな
がら）に到着、既に受験者 1 名とV E （V o l u n t a r y  E x a m i n e r ）が２、３
名最終的には受験者は私を含め３名エレメント１からは私だけで
他の２名はE x t r a のようでしたが詳細不明またV E は最終的には６
名ぐらいだっと思います。

いよいよ１３：００試験開始、受験申請書記入
これには大失敗予めホームをダウンロードし必
要事項を記入おいたのが３箇所記入ミス大慌て
益々緊張し電信どころではありません。いよいよ
電信の試験開始他の２名が筆記試験解答の横
でC D ラジカセのS P を鳴らし他人の迷惑かえり見
ず状態、テスト受信が３０秒程度でいよいよ本番
５W P M ５分間受信電文の内容はQ S O で電文終
了後も納得の行くまで見直し修正可で、本人が
提出する迄何時間でもO K 。ソリッドコピー自信あ
りで一度軽く見直し提出、受信内容に関しての
問題は無くソリッドコピーのチェック待つこと約１
０分３名のV E が相互チェックし合格となる。
　いよいよT e c h の筆記試験開始その前に自動販
売機へ飲み物持ち込み可で飲みながらの受験
約１５分で解答提出待つこと１０分合格です。　G
e n 行きますか？ハイと返事し約２０分で解答し提
出やはり待つこと１０分合格です。
E x t r a 行きますか？ハイと返事し休憩無しです
か、無しで行きますと答え。（ここで止める受験者
が多いとか）

いよいよO N E  D a y  E x ｔr a に挑戦５０問約1 時間弱（もう受験者は私
一人にV E 6 名の無言の時間が続く）で解答し提出この時点で１
５：００採点の待ち時間が非常に長く感じ緊張状態。
「武田さん、おめでとう合格です。」ヤッター O n e  D a y  E x t r a 達
成！！ C S C E （C e r t i f i c a t e  o f  S u c c e s s f u l  C o m p l e t i o n  o f  E x a m i n a t i
o n ）を作成しますの少々お待ちくださいとの事、後かたずけをし
ながら興奮状態で、C S C E 内容チェックし間違いがなければサイ
ンしてくださいと言われチェックするも何をしていたのかH o m e に
戻りC S C E を見ているとヤバイP ．O ．B o x のアドレスが間違ってい
るゼロが一個少ない、大慌てでM a i l にて訂正を依頼する。F C C
のU L S （U n i v e r s a l  L i c e n s i n g  S y s t e m ）にコールサインがアサイン
される迄。心配しましたがやっと１２月２２日にA H 0 B G がアサイン
されました。もうすぐ還暦ボケ封じを兼ね F C C 試験に挑戦してみ
ました、この２ヵ月間弱自分自身よく集中力が維持できたなと感
心しています。充実した２ヵ月でした。その後知ったのですがF C
C の１２月１５日の公報でモールスの試験を全廃したとか発効は０
７年２月とのことですが、１２月２３日の福岡 V E C はこの制度を適
用するとか。（H o m e  P a g e から）

７３　７３　D E 　J A ３F G N / A H 0 B G 　T U ・・
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D X  a n d  C o n t e s t  m e e t i n g  i n  U A 3 J A 3 U S A
島本正敬

2 0 0 4 年のA s i a  P a c i f i c  D X  C o n v e n t i o n にモスクワから参加してく
れたU A 3 A B 、R A 3 A U U 、R Z 3 A A からの誘われモスクワ郊外 D o
m o d e d o v o で毎年開かれるというロシア国内のD X - e r やコンテス
ターのミーティングにとうとう参加する機会がやってきた。このミー
ティングは毎年 9 月最後の週末に行わ、2 0 0 6 年は9 月 2 8 日 ( 木 )  
～1 0 月1 日( 日) 。
9 月 2 8 日朝に成田経由で大阪を発ち、ミーティング終了の翌日 1
0 月 2 日にモスクワから戻るという最短の滞在スケジュールながら
参加する機会を得た。出発同日の夕刻にモスクワに到着。税関
から出て間もなく迎えに来ているはずだが、彼の姿はなく、見知
らぬ男性が持っている「J A 3 U S A 」の文字が目に入った。この人
はロシア語以外話さない様子で困惑していたら彼の携帯電話が
なった。A n d y が仕事で空港に来られなくなったので、この人がA
n d y の事務所まで連れて行ってくれるとのこと。夕方の通勤時の
大渋滞で3 0 ～ 4 0 分と聞いていた道程が2 倍以上の9 0 分も掛かっ
てA n d y の事務所にやっと到着。モスクワ到着の夜とモスクワを離
れる前夜はA n d y の家でと言う。正直言って誰かの家でお世話に
なるというのは余り好きではないのだが、初めてのロシアで家庭
を見せて貰えるのはありがたい。彼の言葉に甘えることにした。
彼の家はモスクワ中心部に程近い高層マンション。驚くようなコン
テンポラリーのデザインで統一されたすばらしい室内。後でこの
種の住宅の価格を聞いて、納得。でも、ハムは？  アンテナは？  
そこから車で1 時間弱離れた郊外に週末を過ごす家があり、そこ
にシャックがあるという。
翌朝、朝食を終えると彼の運転で、ミーティング会場へと出発。
モスクワを取り囲むよ外環高速道路から南に伸びる高速道路へ3
0 分も走れば広々とした平原に差し掛かる。高速道路を出て田舎
道をしばらく行くと、会場の入り口に差し掛かった。そこには遮断
機があり警察か軍隊のような制服を着たガードが立っている。
A n d y は車から降りて何か書類のようなものを見せたりしている。
ここは一体？  遮断機が上がり、無事入場すると、A n d y の口から
驚く話が飛び出した。
ミーティング開始当初の話しだが、数百人が宿泊や食事ができ、
ホールや会議場がある会場、それも安価な場所をと物色したと
か。その時の主要メンバーの一人であるこの地区の市長がこの
場所を見つけ、交渉の末、使用許可を得たのがここだそうだ。こ
の場所、なんと泣く子も黙るK G B のレクリエーション施設とのこ
と。これまではロシアと旧ソ連の共和国からのハムだけだったの
で問題が無かったのだが今回は外国人が来るので特別な書類
の準備が結構大変だったと聞き、やはり遠い国に来たと再確認。
もっとも、そんなおどろおどろした感覚はすぐに消えてしまった。
このレクリエーション施設は敷地内に湖まであるずいぶん広大
で、森の中に点在する宿泊施設は見かけただけで2 0 数棟、1 0 室
程度のホテル形式のツインの部屋がそれぞれの棟にあるから5 0
0 ～ 6 0 0 名の参加者を十分収容できる。滞在中は会場内のレスト
ランで三食いただくのだが、全ての参加者の席が決まっていたこ
とから、参加者全員が同時に食事できるだけの設備であることに
なる。こんなに大きな参加者数を相手にビュッフェスタイルでは
なく、それぞれの食事がテーブルにサーブされるのにも驚かされ
た。
会場では特別記念局 R 7 3 S R R ( S R R はロシア無線連盟の略 ) が運
用されパイルアップを裁いている。ロビーでは業者ブースがあり4
～ 5 社が展示をしていた。無線機はI c o m とV e r t e x で僕にとっては
目新しいものはないし、他のアクセサリーもロシア以外でも見るも
のばかりだった。
参加者が続々集まってくる。外人ハムが珍しいようで、Q S L カー
ドをくれたり、一緒に写真をと声をかけてくれる。

自分の部屋の前にアンテナを建てる自分の部屋の前にアンテナを建てる

参加受付カウンター参加受付カウンター

U A 3 A B  彼のオフィスでU A 3 A B  彼のオフィスで



3 0 枚程度といつもより多くのQ S L カードを持参したが、全く足りず、Q S L
カードを貰ってはお詫びの連続。
少なくとも1 0 0 枚以上の写真に納まることになった。英語の堪能な人、苦
労して英語で話してくれる人、やはりお互いハム。ロシア語ができなくて、
一人ぽつんとなることも覚悟していたが、そんな時間は全くなかった。
午後からはホールでプレゼンテーションだ。4 スクェアアンテナの詳細な
実験リポート、2 0 / 1 5 m の八木の制作等が夕方まで続いた。午後 5 時にな
ると殆どの参加者が建物の前に出て立ち話を始めた。そこへ誰かが赤と
青のユニフォームらしきものを持って現れると、待ちかねた1 0 人余りがそ
れを奪うように受け取った。
それが終わると立ち話をしていた多くの人々が移動を初め、着いたところ
は敷地内のフットサル場だった。どこで着替えてきたのか、D X C C とI O T A
と背中に書かれたユニフォームを来た人達が練習を始めていた。
このミーティングの恒例行事のフットサルの試合だとか。これを楽しみに
このミーティングに参加する人がいると言われるほど白熱した試合が展
開され、2 0 0 6 年はD X C C の勝利で試合を終えた。
夕食の後、いくつものグループがあちこちの部屋に集まってワイワイする
のだとか。唯一の外国人を誘ってはくれるのだが、時差ぼけに加え疲れ
もあって丁重にお断りして部屋に戻るとあっという間に眠りにおちた。

土曜日の朝は、ホールでのプレゼンテーションで始まった。このホール
は 3 0 0 ～4 0 0 名くらい入る程度の大きさで、金曜午後は空席が目立った
が、この日は両脇の通路に立っている人も見かける。やはり土曜日、参
加者は明らかに増えていた。S 7 9 R R C 、R 7 C の話とビデオに続いて、U A
3 A B による3 Y 0 X の話、E Y 0 R のロシアコンテストとビデオ。ビデオは大変
良く出来ていて恐らくプロ級の人が制作に携わったに違いない。どれも、

9 V 1 Y C のD X ペディションビデオに近いレベルなのには驚いた。午前中
最後のプレゼンは J A 3 U S A 。日本のアマチュア無線事情をU A 3 A B によ
るロシア語翻訳の助けを借りて話した。質問も結構あり、J A に関心を持っ
ていることが判り嬉しい。
昼食を挟んで、午後の最初はV H F ミニコンテストだ。それぞれ持参の1 4 4
M H zのハンディを使って会場内だけで行うコンテスト。会場のあちこちに
はトランシーバを片手にログを取る人々。結構真剣で大変な盛り上がりを
見せた。
午後のプレゼンテーションの最初は、R 3 C A 本人によるR 3 C A / 0 の北極エ
キスペディションだった。困難な北極一周と熱気球での極地飛行等が紹
介された。R 1 M V W のI O T A ペディションもR A 6 L B S の解説でビデオが上
映された。
プレゼンテーションの合間には、テープ再生によるS S B や C W のパイル
アップからコールサインをどれだけコピーできるか競うパイルアップコンテ
スト、D X / I O T A /コンテストに関するクイズ等、楽しいゲームも用意されて
いて、あっという間に時間が過ぎていった。そして関係者の挨拶等があ
り、午後5時過ぎには晩餐会を残して主なプログラムを終了した。
晩餐会はいつものレストランではなく、素敵な場所が用意されていた。
テーブルにはロシアのいろいろな食べ物、ワインからウォッカまで多様は
飲み物がところ狭ましと並んでいる。参加者は何と3 5 0 人。夜 7時に始ま
り、終了は午前1時か2 時とか。食事が始まって少したった頃、主な参加
者が紹介される。ひとりの女性が紹介され、椅子の上に立って皆に手を
振って挨拶をした。ロシアの宇宙飛行士だそうだ。この会場を見つけた
地元の市長D X - e r も紹介された。話しに盛り上がっているテーブルの間
を、瓶を片手に移動しながら別のテーブルへ行って「まぁ、一杯」。ウォッ
カで鍛えたせいか、皆さん良く飲むこと、それに良く食べること。また、賑
やかなこと。夜の更けるのも忘れて3 5 0人すべてが盛り上がっていた。
ベラルーシ、ウクライナ、タジキスタン等の旧ソビエト連邦の共和国から、
またU A 1からU A 0 のロシア各地から遠路の参加者も多い。8 時間飛行機
に乗ってきた人、自動車で片道 3日かけて来た人、未だ1 0 月に入ったば
かりだというのに、家では前夜に降雪があったと言う人。日曜の朝、みん
な楽しい週末を過ごし翌年の再開を楽しみにD o m o d e d o v o を後にした。

R A 3 A U U  H a r r y の新車は僕の車と色まで一緒！R A 3 A U U  H a r r y の新車は僕の車と色まで一緒！

ミーティングの立看板

右から U A 3 T C J ,  R A 3 T T ,  R A 6 L B S ,
 U T 5 U V ,  R Z 4 H F

金曜日で空席もあるプレゼンテーションの会場金曜日で空席もあるプレゼンテーションの会場

ロビーとホールのある建物ロビーとホールのある建物
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R 7 3 S R R のトライバンドビームR 7 3 S R R のトライバンドビーム

U A 3 A B ( 左）とホールでのプログラムの司会進行をしたU A 9 O B AU A 3 A B ( 左）とホールでのプログラムの司会進行をしたU A 9 O B A
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特別記念局  R 7 3 S R R  
最近ロシアの最大電力は
2 0 0 W から1 K W になった。
この局も１K W で運用

特別記念局  R 7 3 S R R  
最近ロシアの最大電力は
2 0 0 W から1 K W になった。
この局も１K W で運用
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ロシアアマチュア無線連盟旗ロシアアマチュア無線連盟旗

勝利を喜ぶD X C C チーム勝利を喜ぶD X C C チーム

会場でのV H F コンテスト会場でのV H F コンテスト



晩餐会はいつものレストランではなく、素敵な場所が用意されていた。
テーブルにはロシアのいろいろな食べ物、ワインからウォッカまで多様は
飲み物がところ狭ましと並んでいる。参加者は何と3 5 0 人。夜 7 時に始ま
り、終了は午前 1 時か2 時とか。食事が始まって少したった頃、主な参加
者が紹介される。ひとりの女性が紹介され、椅子の上に立って皆に手を
振って挨拶をした。ロシアの宇宙飛行士だそうだ。この会場を見つけた
地元の市長 D X - e r も紹介された。話しに盛り上がっているテーブルの間
を、瓶を片手に移動しながら別のテーブルへ行って「まぁ、一杯」。ウォッ
カで鍛えたせいか、皆さん良く飲むこと、それに良く食べること。また、賑
やかなこと。夜の更けるのも忘れて3 5 0 人すべてが盛り上がっていた。
ベラルーシ、ウクライナ、タジキスタン等の旧ソビエト連邦の共和国から、
またU A 1 からU A 0 のロシア各地から遠路の参加者も多い。8 時間飛行機
に乗ってきた人、自動車で片道 3 日かけて来た人、未だ1 0 月に入ったば
かりだというのに、家では前夜に降雪があったと言う人。日曜の朝、みん
な楽しい週末を過ごし翌年の再開を楽しみにD o m o d e d o v o を後にした。

U A 3 A B の8 0 m  3 エレと4 0 ｍ 3 エレ。
シャックにはI C 7 8 0 0 が2 台
U A 3 A B の8 0 m  3 エレと4 0 ｍ 3 エレ。
シャックにはI C 7 8 0 0 が2 台
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R o l l  C a l l
1 4 . 1 5 5 M H z
0 9 0 0 J S T
S a t u r d a y

C l u b  M e e t i n g
2 n d  F r i d a y
1 8 0 0  -  2 0 0 0  J S T

e - m a i l
j i 3 z a g @ j a 3 . n e t
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D X  a n d  C o n t e s t  m e e t i n g  i n  U A 3  土曜の夜の晩餐会   D X  a n d  C o n t e s t  m e e t i n g  i n  U A 3  土曜の夜の晩餐会   

各部屋が一戸建てになったレストランでJ A 3 U S A ,   R Z 3 A A ,  U A 3 A B各部屋が一戸建てになったレストランでJ A 3 U S A ,   R Z 3 A A ,  U A 3 A B


